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議  事  録 
 

業務件名 須崎市公共下水道施設等運営事業 

日  時 令和 4 年 11 月 1 日（火） 自 13：30 ～ 至 14：30 

出 

席 

者 

須崎市建設課 5 名 

須崎市環境保全課 2 名 

須崎市農林水産課 2 名 

（株）クリンパートナーズ須崎（以下 CPS） 6 名 

打合せ場所 須崎市役所 記録作成者 CPS 

資
料 

・令和 4 年 9 月度すさき家パートナー会議資料（CPS） 

 

打合せ事項、対策・合意事項等 

令和 4 年 9 月度すさき家パートナー会議 

1.出席者を確認した。 

 

2.今月のセルフモニタリングのチェック項番について 

・9 月度に確認すべきチェックリスト項番を示した。 

 

3.経営に関する業務 

・9 月度の財務状況を報告した。 

・9/15 任意事業にて、市役所敷地内の既設汚水マンホール 1 箇所を災害時にマンホールトイレと 

 して使用するため、該当のマンホール蓋を「災害用トイレ」と記載のある蓋へ取り替えた。 

・テントや便座等の上部備品及び災害時用ポータブル電源の市への寄贈式を 11/30 に予定している。 

・9/16 東京都小笠原村の建設水道課及び同村処理施設の維持管理会社が DHS 施設の見学のため 

 来所され、須崎市建設課、CPS 及び三機工業にて施設説明やコンセッション事業説明を行った。 

 

4.汚水管渠 

・9 月は日降水量 100mm を超えた日がなく、大雨後の巡視は実施していない。 

・道路陥没リスク及びその他面整備管渠について、14 人孔の巡視・点検を行った。 

・路面状況やマンホール本体及び管渠の劣化が見られたが、緊急を要する異状は見られなかった。 

 

5.雨水管渠 

・9 月は圧力マンホール蓋の巡視は行っていない。 

・須崎西部排水区 14 人孔の点検を行い、経年劣化が見られたが、緊急を要する異状はなかった。 

・6-R45 人孔の下流管内に占用物（鋳鉄管）が見られ、不要であれば撤去の検討が必要である。 

（次項へ続く） 
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打合せ事項、対策・合意事項等 

6.終末処理場 

・9/19 の流入水量が非常に多い事については、降雨量との相関関係が弱く、大口水道利用者による 

 一時的な排水量の増加と推察される。（市役所の夜間待機など） 

・処理水質は全項目で基準値を満足する結果であった。 

・法定水質試験（年 2 回 1 回目）結果においても、全項目で基準値を満足していた。 

・9 月は、脱水ケーキ 2,964kg が発生、住友大阪セメントへの搬出はなし。 

・9 月は、18 日 19:24 瞬停、19 日 6:59 停電に伴い、緊急対応を行った。どちらも復旧後異常なし。 

 台風 14 号の影響により、給電が不安定であったことが停電の原因と考えられる。 

・9/14 DHS 水質測定器 DO 計の交換修繕を実施し、機能異常から復旧した。 

・修繕推奨していた汚泥供給ポンプの分解整備を行うこととなり、10/5 に完了した。 

 

7.クリーンセンター横浪 

・9 月の降水量は 8 月に比べて増加したため、月間を通してほぼ処理能力いっぱいの運転を行った。 

・放流水質は全項目で基準値を満足する結果であった。 

・リサイクルプラザ 火災の被害を受けた電気設備の復旧工事が 10/17 から行われており、10/31 に 

 破砕機の試運転が実施された。本稼働は、11 月末頃の予定である。 

・リサイクルプラザ 空気圧縮機及びエアドライヤーの修繕が 10/31 に完了した。 

・浸出水処理施設 9 月の緊急対応なし。 

・浸出水処理施設 場内 6 箇所の pH 計の老朽化が顕著であるため、故障前の順次交換を推奨した。 

 

8.漁業集落排水処理施設 

・5 地区の対象施設について、9/10,24 に点検を行った。 

・9/26 中ノ島処理施設に隣接する水洗い場の水栓取替を行った。 

・池ノ浦処理施設の操作電源ブレーカー自動通報装置及び戸島中継ポンプの見積り取得中である。 

 

9.雨水ポンプ場 

・9 月は点検計画の通り、各機場の月点検、週点検及び補機点検を行った。 

・各機場の燃料貯蔵状況を説明し、補給を依頼した。 

・須崎ポンプ場と西部ポンプ場の沈砂掻揚機は停止中である。 

・10/6 各機場の消火器設備の交換が完了した。 

 

10. その他連絡確認事項 

・次回すさき家パートナー会議は、12/1（木）13：30～開催予定。 

 

（以上） 

 

 

 

 

 

 


